









































高い水準で安定している。乙うした状況を受妙、 2006年 が、少数の研究を除砂ば(例えば、 Jobes，Berman， & 
には自樹す策基本法の制定が、 2007年には自殺総合対策 0' Carroll， 1996; Lit凶 ann，1985;Mo枕0，1967)、多様な
大綱の閣議決定が行われ、国をあげての自殺予防が行わ 菌でこの仮説は支持されている (Etzersdorfer，Son-
れている。現在の自殺予防はうつ病対策を中心とした生 neck， & Nagel-Kuess， 1992; Hassan， 1995; Ishii， 1991; 































響を認めるものが2件(福富ら， 1988;石井， 1988)、ー 警察庁及び厚生労働省から公表されている自殺に関する
般人の自殺の影響を認めるものが4件(藤井・栗栖， 統計データと、Googleドメインにおげる自殺関連語の検




響を指摘するものは、 4件(藤井・栗栖， 1990;福富・ 道府県別の自殺率と「自殺」や「うつJといった自殺関










































































-ー新聞(朝日・毎日) 自殺記事数 既遂自殺数 1954-1986年 川全国及び東京
日本全国及び東京都におげる時系列データを分析した結果、自殺に関する報道が自殺を
誘発するという因果関係が示唆された。
未成年の新聞、テレビ、雑誌 自殺報道2事例 1986年1-6月 日・全国既遂自殺数





には、扇原・渡漫 (2009)、坂本・田中・影山 (2006)が 関する言及)、こうした方法を記事の見出しにしているも
ある。扇原・渡遺 (2009)は、 2006年4月から 2007年3 のも二紙あった。また、自殺サイトに関する特集記事が
月までの朝日新聞における記事の内、「自殺」という語を 組まれている場合があったことが指摘されている。
見出しに含む記事528件を対象に記事の特徴を検討し 自殺の動機: 自殺の動機については、新間報道は警察
た。対象の内、一面報道は 25件あり (4.7%)、写真及び 統計に比べ経済問題・家庭問題の占める割合が高いこと
図表を掲載していた記事は全体の 103件(19.5%)、記事 (吉田・望月・福山， 1987)、単純化されて報道される場
あたりの平均文字数は 615文字 (34-3219文字)だった。 合が少なからず存在すること(全記事中 24.8%) (坂本・












ちである)ことが指摘されている(藤井・栗栖， 1990)。 ニュース番組を 1年間録画し、その内容を分析した幸











とも示されている(扇原・渡遼 2009)。 の提示は 4.1%にしかなく、精神疾患との関連や治療法





なっていた。吉田・望月・福山 (1987) も、特定の手段 の研究では、ネット自殺がどのようにテレビ報道されて



























































































































下鉄に関する報道に対してオーストリア自殺予防学会が Baron， ].N.， & Reiss， P.C. (1985 a). Same time， next 
実施した介入がある。この介入においては、①具体的・ year: Aggregate analyses of出emass media and 
詳細な自殺方法、自殺の美化、原因の単純化が含まれる violent behavior. American Sociological Revi，仰， 50，
場合、報道が模倣自殺のトリガーとなる可能性を高める、 347-363. 
②自殺以外のより多くの選択肢が示される、自殺の危機 Baron， J.N.， & Reiss， P.C. (1985 b). Same time， last 
を乗り越える可能性やその実例が示される、自殺全般に year: Selectiv巴datadredging for negative findings. 
関する客観的情報・知識が読者に示される場合に、報道 American Sociological Revi，側， 50， 372-376. 
が模倣自殺のトリガーとなる可能性は低くなる、⑤報道 Berkowitz， L.， & Rogers， K.H. (1986). A priming effect 
が一面でなされる、「自殺Jという用語が見出しに利用さ analysis of media influences. In ]. Bryant & D. 
れる、自殺者の写真が掲載されるといった際に報道への Zillmann (Eds.)， Pe1喧pectiveson media ~酔cお (pp.
注目が高まる、という仮説の下でメディア報道への介入 57-81). Hillsdale， NJ: Lawrence Erlbaum. 
が行われた (Etzersdorfer，Sonneck & Nagel-Kuess， 江川政成 (1984).自殺行為の社会的学習理論的分析.
1992)。介入の結果を見るために8ヵ月間の新聞・雑誌報 東京学芸大学紀要第1部門教育科学， 35， 1-11. 
道を分析した研究 (Michel，Frey， Wyss， etal.， 2000) Etzersdorfer， E.， Sonneck， G.， & Nagel-Kuess， S. 
では、自殺の記事数自体は増加したものの、記事は有意 (1992). Newspaper reports and suicide. N;ω Eng-
に短くなり内容も美化されることがなくなり、一面に載 land Journal 01 Medicine， 327， 502-503. 
りにくくなったことが示唆され、地下鉄での自殺者は減 藤井賢一郎・栗栖瑛子 (1990).青少年の自殺と新聞報
少した。このような介入を実施するためにもメディアの 道.社会精神医学， 13， 133-144. 
影響及びそのメカニズムに関する研究を実施し、実効性 福富和夫・橋本修二・西田茂樹ら (1988).若年者の自殺
のあるガイドラインを作成する必要がある。 死亡について.厚生の指標， 35， 3-8. 
また、こうしたメディア側への規制を期待するだげで Gould， M.S. (2001). Suicide and the media. In H. 
はなく、情報の受げ手に対するリテラシー教育を実施す Hendin & ]. ]. Mann (Eds.)， Suici冶 prevention.
ることが重要であるという指摘もある(勝文・竹島 Clinicaland scientific aψecお (Annals01 the New 
2006 ;坂本・影山， 2005)。インターネットを中心とした York Academy 01 Science) (pp.20O-24). New York: 
情報の多様性と流動化を考慮すれば、情報を発信する側 New York Academy of Science. 
のみへの規制では効果は薄いと考えられる。近年では学 後藤京子・杉本侃 (1996).自殺に用いられる薬毒物と
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(例えば、阪中， 2009)、こうした取り組みに自殺に関す 53-64. 
-113一
Hassan， R.(1995). Effects of newspaper stories on出e
incidence of suicide in Australia. Australi加z&New 












実証的分析.東京大学新聞研究所紀要， 37， 225-243. 
Ishi， K. (1991). Measuring mutual causation: Effects of 
suicide news on suicides in Japan. Social Science 
Resem'ch， 20， 188-195. 
Jobes， D.A.， Berman， A.L.， 0' CarroIl， P.W. (1996). The 
Kurt Cobain suicide crisis: Perspectives from 
research， public health， and the news media. Suicide 
and Life-Threatening Behavior， 26， 260-264. 
J onas， K. (1992). Modeling and suicide: A test of the 










社会精神医学会雑誌， 10， 247-251. 
栗栖瑛子 (1992)ー 青少年の自殺におよぽすマスメディ
アの影響について-2つの事例を中心に一.社会精神
医学， 15， 169-177. 
Littmann， S.K. (1985). Suicide epidemics and news-
paper reporting. Suicide and Life-Threatening 
Behavior， 15， 43-50. 
Michel， K.， Frey， C.， Wyss K， & Valach L. (2000). An 
exercise in improving suicide reporting in print 
media. Crisis， 21， 71-79. 
Motto， J.A. (1967). Suicide and suggestibility: The role 
of the press. American Joumal 01 Psychiatη， 124， 
252-256. 
日本自殺予防学会 (1987).要望書一子どもの自殺事件
の報道について一.自殺殺予防と危機介入， 11， 39. 
扇原淳・渡港絵梨香 (2009).新聞による自殺報道に関
する基礎的検討 自殺予防と危機介入， 29， 28-33. 
Phillips， D.P. (1974). The influence of suggestion on 
suicide: Substantive and theoretical implications of 
the Werther effect. Amel'Ican Soαiological Review， 
39， 340-354. 
Phillips， D.P. (1977). Motor vehicle fatalities increase 
just after publicized suicide stories. Science， 196， 
1464-1465. 
Phillips， D.P. (1979). Suicide， motor vehicle fatalities， 
and the mass media: Evidence toward a theory of 
suggestion. American Joumal 01 Soαiology， 84， 
1150-1174. 
Phillips， D.P. (1980). Airplane accidents， murder， and 
the mass media: Towards a theory of imitation and 
suggestion. Social Forces， 58， 1001-1024. 
Phillips， D.P. (1986). Natural exp巴:rimentson出e
effects of mass media violence on fatal aggression: 
Strengths and weaknesses of a new approach. 













誌， 23， 47-55. 
阪中順子 (2009).学校における自殺予防教育一一自殺
予防プログラム一一.広島大学大学院心理臨床教育研
究センター紀要， 7， 27-29. 
Stack， S.(1983). The effect of the Jonestown suicides 
on American suicide rates. Joumal 01 Social P宅y-
chology， 119， 145-146. 
Stack， S.(2000). Media impacts on suicide: A quantita-

















衛生雑誌， 38， 324-332. 
-115一
